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　近年、脳機能イメージングと呼ば

れる大型装置を駆使することによっ

て、人間の脳の活動を画像化するこ

とが可能となった。例えば、誰かが

目を閉じて考えている様子をこの装

置を使って観察すると、脳のどこの

場所を使って考えているのかが一目

瞭然になってしまう。「心」とは脳

の活動である。したがって、現在は

まだ不可能ではあるが、将来的には

他人の「心」を客観的に機械を使っ

て観察することが可能となるかもし

れない。 

　脳機能イメージング装置を使った

研究を行っている中で、私たちは、

幼児から高齢者まで例外なく、単純

計算が大脳左右半球の極めて多くの

領域を活性化することを偶然発見し

た。医学の世界では、大脳左半球の

頭頂葉の一部が計算を行っていると

考えられてきた。これはこの場所が

壊れた患者の中に、失計算と呼ばれ

る計算問題だけができなくなる特別

な症状が現れることが知られていた

からである。しかし、私たちの発見

によって、健康な人間の脳の使い方

は、この医学の常識とは異なってい

ることが科学的に証明されたのであ

る。さらに私たちは、複雑な計算問

題を解いている時には、大脳左半球

の言語を扱う一部の領域しか活性化

しないことも発見した。 

　これらの研究成果を基にして、私

は、突拍子もない仮説をたてた。脳

も体の一部、使えば使うほど鍛える

ことができるはずである。単純計算

は、脳の多くの領域を活性化するの

であるから、単純計算を毎日の脳の

トレーニングとして用いることによ

って、さまざまな脳の働きを鍛える

ことができるかもしれない。 

　そこで、私は、健康な成人に毎日

100問の一桁の足し算、引き算、掛け

算を脳トレーニングとして行わせて

みた。そうすると、１カ月のトレー

ニングによって、短期記憶力が15％

も向上することを証明した。計算ト

レーニングで、計算力以外の脳機能

が向上したのである。さらに、認知

症の高齢者に毎日、数を数えたり、

足し算を行わせたりなどの、生活介

入を行ってみた。そうすると、驚い

たことに、認知症の症状が改善した

のである。顕著な成果の現れる方で

は、おむつが取れたり、寝たきりの

状態から起き上がったりするという、

これまでの医学の常識では考えられ

なかったことが起こったのである。

最近の研究では、認知症の予防効果

があることも検証されている。日々

の計算が、脳を鍛錬し、ボケを防ぐ

のである。 

　さらに私は、単純計算には、脳の

ウォーミングアップ効果があること

も発見した。何か作業を行う直前に

2～3分間単純計算を集中して行って

おくと、短期記憶力や認知力が10～

15％何もしないで作業をした場合と

比べて向上するのである。この方法

は現在多くの小中学校で、朝の計算

タイムといった形で行われており、

子どもたちの授業中の集中力が上が

るなどの効果が得られている。 

　日々の計算で電卓をはじいても、

脳には何も良い影響はないが、手計

算を実直に行うことで、我々の脳を

鍛え、脳の健康を守ることができる

のである。 

  

　日本に限らず、世界的に見ても30

年存続する企業というのは、まさに

ほんの一握りの企業だけであり、そ

の浮き沈みの激しさは言うに及ばな

いところです。経営者自身が常に学

び続け、その時代が求める環境に対

して柔軟に変化し続けていける企業

だけが生き残れると考えてよいでし

ょう。 

　経営の本質というのは、突き詰め

て考えれば、「顧客の創造と保持」 

の二つに絞り込まれます。つまり、

新しい市場をいかに他社を制して創

りあげていけるかということと、一

度得たお客様を他社に獲られないよ

うにしていかにキープできるかとい

うこと。このことに企業は日夜切磋

琢磨しているわけです。 

　私は長年多くの企業研修を担当し

てきましたが、良い企業というのは、

間違いなく三つの視点でものを見、

考えながら、「判断、選択、責任」 

の基準としているようです。そのこ

とについてこれから述べていきます。 

　第一の視点は「本質的視点」に立

った経営です。これは平易な表現で

言えば、顧客、社員、株主の三者が

共に三方善し（トリプルウィン）の

関係で、企業側の姿勢として、決し

てお客様を裏切らない、社員を裏切

らない、株主を裏切らないというこ

とに戦略の中心を置いて経営をして

いるということです。 

　第二の視点は「長期的視点」に立

った経営です。これは企業が商品開

発や人事問題、さまざまなシステム

の構築などに対して、目先の損得で

はなく、長期的視点に立った戦略や

意思決定をしているかどうかという

ことです。企業経営の施策の中で、

この視点が最も顕著に表れるのが、

人材の採用と教育制度ではないでし

ょうか。この二つだけでもきちんと

できている企業は、いずれエクセレ

ントカンパニーになっていきます。 

　経営者の資質の中で一番重要なの

は先見性であり、社会の変化に対し

て適宣・適切な施策を取ることがで

きず後手に回るようでは企業の存続

が危ぶまれます。企業規模が大きく

なればなるほど動きが重くなり、判

断が難しくなるのは当然ですから、

中小企業経営は逆に言えば、そうい

った一連のフットワークの軽さが強

みだと私は常々思っています。長期

的視点に立ちながら朝令暮改などは

当たり前で変革していく斬新な経営

手腕が求められているということで

す。 

　第三の視点は「客観的・複眼的視点」

に立った経営です。これは前述の二

つの視点とリンクするところもあり

ますが、端的に言えば「社会との共

生」という観点に集約されます。 

　昨今さまざまな企業不祥事が新聞

を賑わせていますが、企業の社会に

おける具体的責任や倫理観がかなり

希薄になっている気がします。個人

も法人も同じことですが、「もうか

りさえすれば何をやってもいい」と

いう自己中心的な発想では、本質的

視点に立って見ても、長期的視点に

立って見ても発展性はなく、多大な

損失をもたらす悪の温床として、い

つしか孤立していくのは当然です。

そのためにも自社の分際、分限、社

会的責任ということを知った上で、

あくまでクオリティを追及していく

経営が、これからの時代に求められ

る経営ではないでしょうか。 

　経営者はやはり、「企業は永遠なり」

という言葉を忘れずに、事業に邁進

していただきたいと願うものです。 
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三つの視点から見た戦略経営の本質について 

―個の思い、組織の願い、その新しい関係― 
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企業経緯とは 
「顧客の創造と保持」にある 


